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ミ
ハ
イ
ル
・
フ
ォ
ー
キ
ン
振
付﹁
火
の
鳥
﹂
は
、

一
九
一
〇
年
六
月
、バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
の
第
二
回
パ

リ
公
演
で
初
演
さ
れ
た
作
品
。今
年
は
ち
ょ
う

ど
、初
演
か
ら
一
〇
〇
年
目
の
記
念
す
べ
き
年
に

当
た
る
。

　
ロ
シ
ア
民
話
を
下
敷
き
に
し
た﹁
火
の
鳥
﹂は
、

あ
ら
ゆ
る
面
で﹁
白
鳥
の
湖
﹂の
鏡
と
言
え
る
作

品
。
こ
の
二
作
品
は
、邪
悪
な
魔
法
使
い
、囚
わ

れ
の
王
女
、魔
法
の
鳥
と
そ
れ
を
捕
え
よ
う
と

す
る
王
子
と
い
っ
た
設
定
、善
と
悪
の
対
立
、一

人
の
男
と
二
人
の
女
性
の
三
角
関
係
と
い
っ
た

構
図
が
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。た
だ
し﹁
火
の

鳥
﹂に
お
い
て
は
、主
役
の
火
の
鳥
は
む
し
ろ
黒

鳥
に
似
た
、燃
え
る
よ
う
な
情
熱
と
欲
望
、
プ

ラ
イ
ド
の
塊
で
あ
っ
て
、白
鳥
に
似
て
い
る
の

は
、
イ
ワ
ン
王
子
が
最
終
的
に
結
婚
す
る
清
楚

な
王
女
の
方
で
あ
る
。
そ
し
て
面
白
い

の
は
、王
子
が
パ
・

ド
・
ド
ゥ
を
踊
る
相
手
が
、恋
の
相
手
の
王
女

で
は
な
く
て
火
の
鳥
で
あ
る
と
い
う
点
。王
子

が
火
の
鳥
を
捕
え
る
場
面
で
の
パ
・
ド
・
ド
ゥ

で
、捕
わ
れ
た
火
の
鳥
の
方
が
終
始
王
子
を
力

強
く
リ
ー
ド
し
、魔
法
の
鳥
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
妖
艶
な
女
性
と
し
て
王
子
を
魅
了
す
る
と
い

う
点
が
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　
こ
の
作
品
で
は
、
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い

て
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
踊
る
の
は
火
の
鳥

の
み
で
、
あ
と
は
男
性
の
主
役
イ
ワ
ン
王
子
を

含
め
、全
員
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ダ
ン
サ
ー
。王
子

に
至
っ
て
は
、マ
イ
ム
の
み
で
踊
り
を
見
せ
る
こ

と
は
な
い
。
こ
の
設
定
は
、一
人
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー

ズ
に
肌
の
露
出
の
多
い
チ
ュ
チ
ュ
姿
で
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り
を
見
せ
る
火
の
鳥
の
異
質
性

を
際
立
た
せ
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
火
の
鳥
の

存
在
の
意
味
に
つ
い
て
、観
客
に
疑
問
を
投
げ

か
け
る
。

　
他
に
も
、十
二
人
の
乙
女
に
よ
る
黄
金
の
リ

ン
ゴ
の
投
げ
あ
い
や
、魔
法
使
い
カ
ス
チ
ェ
イ

の
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
な
ど
、見
所
は
た
く
さ
ん
。

一
九
二
六
年
上
演
時

の
ナ
タ
ー
リ
ャ･

ゴ
ン

チ
ャ
ロ
ー
ヴ
ァ
に
よ

る
色
彩
鮮
や
か
な

美
術
の
中
で
、
豊

か
な
ロ
シ
ア
民
話

の
世
界
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。

︵
實
川
絢
子
︶

「シンフォニー・
イン・C」

「火の鳥」

バ
レ
エ
音
楽
は
舞
台
を
観
て
聴
こ
う

　

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
出
世

作
に
し
て
傑
作
「
火
の
鳥
」
。
序
奏

の
、
低
弦
の
う
ご
め
き
や
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
な
ど
に
よ
る
フ
ラ
ジ
オ
レ
ッ

ト
の
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
の
音
を
聴
く
と

ゾ
ク
ゾ
ク
し
ま
す
ね
。
演
奏
会
で
は

一
九
一
九
年
版
や
四
五
年
版
の
組
曲

が
お
な
じ
み
で
す
が
、
本
来
の
形
は

バ
レ
エ
音
楽（
一
九
一
〇
年
版
）で
す
。

　

交
響
曲
や
管
弦
楽
曲
な
ど
と
違

い
、
バ
レ
エ
音
楽
は
作
曲
家
が
好
き

勝
手
に
作
曲
す
る
の
で
は
な
く
、
振

付
家
と
の
共
同
作
業
で
作
ら
れ
ま

す
。「
火
の
鳥
」
も
し
か
り
。
ス
ト
ラ

ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
フ
ォ
ー
キ
ン
は
台

本
に
つ
い
て
細
部
に
わ
た
り
話
し

合
い
、
こ
の
場
面
に
何
小
節
の
音
楽

が
必
要
か
、
フ
ォ
ー
キ
ン
の
指
示
に

従
い
作
曲
す
る
。
曲
の
ス
ケ
ッ
チ
が

で
き
る
と
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
は

ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
聴
か
せ
、
フ
ォ
ー

キ
ン
が
踊
っ
て
み
せ
て
さ
ら
に
注
文

し
、
音
楽
を
修
正
…
…
と
い
う
具
合

で
す
。た
と
え
ば
、イ
ワ
ン
王
子
登
場

の
旋
律
。フ
ォ
ー
キ
ン
は
、王
子
が
塀

を
乗
り
越
え
や
っ
て
く
る
動
き
を
見

せ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
メ
ロ
デ
ィ
を

区
切
る
よ
う
提
案
し
、
現
在
の
形
に

な
り
ま
し
た
。

　

舞
台
を
観
れ
ば
、
バ
レ
エ
音
楽
の

“
本
当
の
姿
”
が
一
目
瞭
然
で
す
。
今

ま
で
聴
い
て
い
た
音
楽
が
、
イ
ワ
ン

王
子
に
捕
え
ら
れ
た
火
の
鳥
が
ば
た

つ
く
音
だ
っ
た
り
、
カ
ス
チ
ェ
イ
の

怒
り
の
声
だ
っ
た
り
。
ホ
ロ
ヴ
ォ
ー

ド
の
優
し
い
音
楽
か
ら
は
瑞
々
し
い

愛
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。今
は「
カ
ス

チ
ェ
イ
ら
の
凶
暴
な
踊
り
」
の
音
楽

が
好
き
な
人
も
、
バ
レ
エ
を
観
る
と

別
の
曲
が
気
に
な
り
だ
す
は
ず
。
ち

な
み
に
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
お

気
に
入
り
の
曲
は
「
火
の
鳥
の
踊
り
」

だ
そ
う
で
す
。　
　
　

（
榊
原
律
子
）

ビントレーの

「ペンギン・カフェ」
バランシンの
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「火の鳥」
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会員郵送受付締切 ● 6／5（土）
会員発売期間 ● 6／26（土）〜 7／7（水）
一般発売日● 7／11（日）

　
﹁
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
イ
ン
・
C
﹂
は
、
デ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ビ
ン
ト
レ
ー
が
敬
愛
す
る

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ラ
ン
シ
ン
の
傑
作
。
使
用
さ

れ
て
い
る
音
楽
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゼ
ー

が
十
七
歳
の
時
に
作
曲
し
た
﹁
交
響
曲
ハ
長

調
﹂
で
あ
る
。
当
時
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い

曲
で
あ
っ
た
が
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー

が
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
満
ち
た
こ
の

バレエ団の力量が問われる
バランシンの傑作

今年初演100周年の
バレエ・リュスの名作

こ
の
作
品
は
、
ダ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
も
非
常

に
踊
り
が
い
の
あ
る
内
容
。
ダ
ン
サ
ー
の
体

の
隅
々
ま
で
を
熟
知
し
て
い
た
バ
ラ
ン
シ
ン

に
よ
る
、
プ
テ
ィ
パ
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
も

言
う
べ
き
作
品
に
な
っ
て
い
る
。︵
實
川
絢
子
︶

「
白
鳥
の
湖
」の
鏡
的
な
作
品

た
だ
一
人
ト
ゥ・シ
ュ
ー
ズ
で
踊
る

火
の
鳥
の
際
立
っ
た
存
在
感

音
楽
を
視
覚
化
し
た
バ
レ
エ

楽
章
ご
と
に
異
な
る
ソ
リ
ス
ト

見
ご
た
え
た
っ
ぷ
り
の
踊
り

[特集]バレエ　ビントレーの 「ペンギン・カフェ」—— 華麗なトリプル・ビルで新シーズン開幕

曲
を
バ
ラ
ン
シ
ン
に
強
く
薦
め
た
こ
と
で
、

一
九
四
七
年
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
ダ
ン
サ
ー

た
ち
の
た
め
に
﹁
水
晶
宮
﹂
と
し
て
振
付
け

ら
れ
た
。

　︿
音
楽
の
視
覚
化
﹀
と
呼
ば
れ
る
、
バ
ラ
ン

シ
ン
特
有
の
プ
ロ
ッ
ト
の
な
い
ダ
ン
ス
の
中

で
も
、﹁
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
イ
ン
・
C
﹂ 

は
特

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
章
の
異
な
る
個
性
を
存

分
に
踊
り
で
表
現
し
た
、
宝
石
箱
の
よ
う
な

作
品
。幕
開
け
を
爽
や
か
に
飾
る
第
一
楽
章
、

メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
オ
ー
ボ
エ
の
旋
律
が
美

し
い
第
二
楽
章
、
快
活
で
ど
こ
か
牧
歌
的
雰

囲
気
の
漂
う
第
三
楽
章
、
活
き
活
き
と
し
た

細
か
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
印
象
的
な
第
四
楽

章
、
と
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
う
雰
囲
気
の
音
楽

が
、
精
緻
な
幾
何
学
デ
ザ
イ
ン
の
よ
う
に
視

覚
化
さ
れ
て
い
く
。

　
楽
章
ご
と
に
男
女
プ
リ
ン
シ
パ
ル
、
男
女

四
人
の
ソ
リ
ス
ト
、
コ
ー
ル
・
ド
・
バ
レ
エ

が
登
場
し
、
最
終
楽
章
で
は
全
キ
ャ
ス
ト
が

勢
ぞ
ろ
い
し
て
絢
爛
豪
華
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

迎
え
る
構
成
の
バ
レ
エ
で
あ
る
が
、
バ
レ
エ

団
に
と
っ
て
は
、
卓
越
し
た
技
術
と
異
な
る

個
性
を
持
っ
た
プ
リ
ン
シ
パ
ル
が
四
組
、
そ

し
て
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ー
ル
・
ド
・
バ
レ
エ

が
必
要
と
な
る
た
め
、
上
演
す
る
バ
レ
エ
団

の
力
量
が
問
わ
れ
る
作
品
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

　
第
二
楽
章
の
優
雅
な
ア
ダ
ー
ジ
オ
、
第
三

楽
章
の
シ
ャ
ー
プ
な
ジ
ャ
ン
プ
、
第
四
楽
章

の
高
速
で
繰
り
出
さ
れ
る
ス
テ
ッ
プ
の
数
々

な
ど
、
次
か
ら
次
へ
と
難
度
の
高
い
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
ス
テ
ッ
プ
が
展
開
さ
れ
る
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